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7
月
27
日
、
東
京
土
建
本
部
と

9
支
部
、
総
勢
21
人
は
4
回
目
と

な
る
虎
ノ
門
1
・
2
丁
目
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
現
場
（
森
ビ
ル

・
鹿
島
建
設
）
で
宣
伝
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
聞
き
取
り
活
動
を
行

な
い
ま
し
た
。

前
回
同
様
、
東
京
土
建
の
紹
介

リ
ー
フ
や
タ
オ
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
飲
料
を
配
布
し
な
が
ら
、
現

場
退
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
前
回
よ
り
参
加
人

数
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
29
件

（
前
回
は
31
件
）と
前
回
並
み
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。賃
金
は「（
昨
年
よ
り
）上
が

っ
た
」
は
25
％
、
「
変
わ
ら
な
い
」

が
70
％
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
を
現

場
で
運
用
し
て
い
る
の
は
76
％
。

ま
た
、
五
輪
開
催
に
伴
う
現
場
へ

の
悪
影
響
の
懸
念
で
は
、
開
催
期

間
に
入
っ
た
今
回
は
「
搬
出
入
車

が
交
通
規
制
で
遅
れ
る
」
「
現
場

と
の
行
き
帰
り
の
時
間
が
長
く
な

っ
た
」
と
い
う
声
は
聴
か
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

一
方
で
、あ
る
個
人
事
業
主（
と

び
）
か
ら
は
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録

を
し
た
い
が
、
上
位
業
者
が
協
力

し
て
く
れ
な
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

7
月
29
日
、
東
京
土
建
と
各
支

部
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
つ
な
ぎ
、
「
平
和

学
習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
講
演
は
「
敵
基
地
攻

撃
と
日
米
一
体
化
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
半
田
滋
さ
ん
（
防
衛
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
元
東
京
新
聞
論
説
兼

編
集
委
員
）
が
行
な
い
ま
し
た
。

半
田
さ
ん
は
、
2
0
1
5
年
安
保

法
制
が
成
立
し
て
以
降
、
実
際
に

日
本
は
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
は

い
な
い
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
の
要

求
に
基
づ
い
て
中
国
や
北
朝
鮮
を

敵
国
と
想
定
し
た
攻
撃
能
力
を
着

々
と
高
め
て
い
る
自
衛
隊
の
実
態

を
衝
撃
的
に
話
さ
れ
ま
し
た
。（
講

演
の
一
部
を
9
面
で
紹
介
）

参
加
し
た
仲
間
か
ら
は
、
「
月

や
火
星
な
ど
の
宇
宙
で
の
軍
事
開

発
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
の
は

な
い
か
」
「
中
国
の
香
港
、
台
湾

へ
の
対
応
を
見
て
、
『
日
本
の
軍

備
増
強
は
必
要
だ
』
と
い
う
組
合

の
仲
間
の
声
に
ど
う
答
え
た
ら
い

い
の
か
」
な
ど
と
質
問
が
出
ま
し

た
。最

期
に
、
山
本
高
明
専
従
常
任

中
執
か
ら
の
「
全
都
い
っ
せ
い
1

0
0
カ
所
宣
伝
―
憲
法
東
京
ア
ク

シ
ョ
ン
」
に
取
り
組
も
う
な
ど
の

行
動
提
起
を
受
け
、
学
習
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

【
本
部
・
木
村
潮
人
記
】
7
月

28
日
、
厚
労
省
保
険
局
国
保
課
に

対
し
て
は
、
全
建
総
連
社
会
保
障

対
策
部
を
中
心
に
、
20
人
で
概
算

要
求
段
階
で
の
現
行

補
助
水
準
の
確
保
等

の
要
請
を
行
な
い
ま

し
た
。
東
京
土
建
は

石
村
副
委
員
長
、
佐

藤
副
委
員
長
は
じ
め
6
人
が
参

加
。
厚
労
省
は
森
田
国
保
課
長
は

じ
め
4
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
松
尾
全
建
総
連
社
保
対

部
長
が
コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
仲
間
の
窮
状
を
報
告

し
ま
し
た
。
森
田
課
長
は
、
「
7

月
7
日
に
概
算
要
求
基
準
が
示
さ

れ
、
こ
れ
に
沿
っ
た
中
で
予
算
を

取
り
ま
と
め
る
大
詰
め
に
近
づ
い

て
い
る
と
こ
ろ
」
と
説
明
、
「
高

額
医
療
費
共
同
事
業
補
助
金
等
の

裁
量
的
経
費
を
含
め
、
皆
様
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
と
答
弁
。
所
得
水
準
の
低

い
国
保
組
合
へ
の
定
率
補
助
で
は

「
現
行
32
％
を
維
持
」
、
普
通
調

整
補
助
金
も
「
必
要
額
が
配
分
さ

れ
る
よ
う
配

慮
」
、
制
度

で
も
「
市
町

村
国
保
と
国

保
組
合
と
い

う
大
き
な
2
つ
の
枠
組
み
を
変
更

す
る
考
え
は
な
い
」と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
田
村
都
連
社
保
対
部
長
が

未
就
学
児
へ
の
公
営
国
保
料
均
等

割
減
免
へ
の
公
費
負
担
を
国
保
組

合
に
も
す
べ
き
と
の
要
請
を
行
な

い
「
難
し
い
点
も
あ
る
が
検
討
す

る
」
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

同
課
長
は
「
直
筆
に
よ
る
ハ
ガ

キ
か
ら
『
建
設
国
保
は
、
命
と
健

康
を
守
る
大
切
な
制
度
』
と
の
思

い
が
伝
わ
る
。
重
く
受
け
止
め
た

い
」
と
述
べ
、
「
国
保
組
合
の
運

営
が
安
定
的
に
継
続
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
。

要
望
の
う
ち
1
つ
で
も
2
つ
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
の
決
意
を
述
べ
、
要
請

が
終
了
し
ま
し
た
。

8
月
1
日
、
練
馬
支
部
会
館
で

「
練
馬
あ
っ
た
か
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
実
行
委
員
会
と
民
青
同
盟

練
馬
地
区
委
員
会
の
主
催
で
、
東

京
土
建
練
馬
支
部
な
ど
の
5
団
体

が
協
力
し
て
実
施
さ
れ
、
今
回
で

5
回
目
の
取
り
組
み
で
す
。

午
後
3
時
か
ら
食
料
品
や
日
用

品
等
を
渡
す
こ
と
を
始
め
ま
し
た

が
、
1
時
間
以
上
前
に
は
整
理
券

を
求
め
る
高
齢
者
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
な
ど
の
利
用
者
が
50
人
以
上

も
並
び
ま
し
た
。「
仕
事
が
な
い
」

「
家
賃
が
払
え
な
い
」
「
介
護
が

大
変
」「
都
営
住
宅
に
入
り
た
い
」

等
の
様
々
な
相
談
を
弁
護
士
、
社

労
士
、
看
護
師
、
区
議
会
議
員
、

練
馬
支
部
書
記
局
な
ど
の
専
門
家

が
受
け
付
け
、
プ
ロ
の
整
体
師
が

無
償
で
整
体
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
出
口

に
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
る
生
活
困
窮
に
支
援
拡
充
を
求

め
る
陳
情
書
」
を
置
き
、
署
名
も

求
め
ま
し
た
。

実
行
委
員

会
の
鳴
海
加

代
子
さ
ん

（
新
日
本
婦

人
の
会
練
馬

支
部
長
）
は

「
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
公
共

施
設
の
利
用

が
で
き
ず
、

土
建
練
馬
支

部
の
会
館
を

貸
し
て
も
ら

え
て
助
か
り

ま
し
た
。
利

用
さ
れ
る
方

は
い
ろ
い
ろ

な
事
情
が
あ
る
の
で
、
取
材
や
写

真
撮
影
は
遠
慮
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
『
私
あ
げ
る
人
・
あ
な
た

も
ら
う
人
』
と
い
う
関
係
で
な
く

『
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
』
の

精
神
で
や
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

利
用
者
か
ら
は
「
次
回
は
い
つ

や
る
の
で
す
か
」
と
質
問
が
出
て

い
ま
し
た
。

【
北
・
書
記
・
石
島
淳
記
】
北

支
部
で
は
7
月
28
日
、
月
次
支
援

金
、
東
京
都
中
小
企
業
等
月
次
支

援
金
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
担
当
書
記
2
人
が
講
師
で
、

国
と
都
の
支
援
金
制
度
に
つ
い
て

学
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

北
支
部
で
は
こ
の
間
、
「
誰
ひ

と
り
取
り
残
さ
な
い
建
設
ア
ク
シ

ョ
ン
」
運
動
の
一
環
と
し
て
、
学

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
仲
間
か
ら
は
、
「
6
月
以
降
仕

事
の
予
定
が
全
く
入
っ
て
い
な

い
。
業
種
変
更
も
含
め
て
生
き
残

り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
な
ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、

仲
間
の
深
刻
な
実
態
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。
支
部
で
は
、
集
中

的
な
相
談
日
も
設
け
、
共
闘
団
体

の
北
区
民
主
商
工
会
の
協
力
も
得

な
が
ら
、
登
録
機
関
事
前
確
認
を

行
な
い
、
書
類
作
成
か
ら
事
前
確

認
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

夏
の
取
り
組
み
で
は
、
コ
ロ
ナ

終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
な
か

で
、
秋
の
仲
間
づ
く
り
運
動
に
向

け
て
、
組
合
員
訪
問
を
お
う
せ
い

に
繰
り
広
げ
、
目
標
達
成
に
向
け

奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

【
板
橋
・

書
記
・
竹
腰

隆
樹
記
】
板

橋
支
部
災
害

救
助
隊
は
7

月
11
日
、
支

部
会
館
で
今

年
度
初
の
防

災
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま

し
た
。
水
害

の
発
生
し
や

す
い
時
期
に

合
わ
せ
て
、

風
水
被
害
に

ど
う
対
処
し
命
を
守
る
か
を
テ
ー

マ
に
、
東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
教
材
に
し
、学
習
し
ま
し
た
。

12
分
会
か
ら
28
人
の
仲
間
が
参

加
。
講
師
は
市
民
防
災
研
究
所
の

伊
藤
英
司
主
任
研
究
員
で
す
。

前
半
は
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
学
習
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

と
は
事
前
の
防
災
行
動
計
画
で
水

害
・
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
時
に
命
を
守
る
た
め
の
防

災
行
動
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
こ
と
。
伊
藤
講
師
は
、
適
切
な

行
動
を
と
る
こ
と
で
命
が
助
か
る

と
強
調
し
ま
し
た
。

特
に
板
橋
区
に
お
い
て
は
、
荒

川
、
白
子
川
、
新
河
岸
川
、
石
神

井
川
の
氾
濫
が
起
こ
り
う
る
と

し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
解
説
し

ま
し
た
。
「
地
震
と
異
な
り
、
洪

水
は
突
然
襲
っ
て
こ
な
い
。
家
族

と
共
に
、
ど
こ
に
避
難
す
る
か
を

考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
」
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
自
宅
に
と
ど
ま

る
場
合
は
、
国
や
東
京
都
が
示
し

て
い
る
家
屋
内
安
全
確
保
の
3
条

件
、
①
水
が
引
く
ま
で
備
蓄
等
で

対
応
可
能
、
②
居
室
が
浸
水
深
よ

り
高
い
、
③
居
室
が
氾
濫
流
に
よ

り
家
屋
流
出
の
恐
れ
が
あ
る
区
域

外
で
あ
る
、
を
紹
介
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
実
際
に
「
東
京
マ
イ

・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
板
橋
区
防
災

ガ
イ
ド
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用

い
、
参
加
者
自
身
の
家
ま
た
は
分

会
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
避
難
計
画
を

各
自
で
立
て
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
防
災
無
線
が

聞
こ
え
ず
、
そ
の
対
策
案
は
な
い

の
か
」「
避
難
所
の
受
け
入
れ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
」
な
ど
の
質
問
も
あ

り
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
初
め
て
知
っ

て
勉
強
に
な
っ
た
」「
避
難
と
タ
イ

ミ
ン
グ
が
重
要
」「
自
宅
の
災
害
レ

ベ
ル
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」

「
災
害
マ
ッ
プ
を
改
め
て
真
剣
に

見
た
」
な
ど
と
、
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
次
回
の
要
望
と
し
て
救

急
救
命
講
習
が
最
近
行
な
わ
れ
て

い
な
い
の
で
ぜ
ひ
実
施
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

石
川
政
利
災
害
救
助
隊
隊
長

は
、
昨
年
度
目
標
だ
っ
た
2
5
0

人
の
救
助
隊
組
織
を
達
成
し
、
さ

ら
に
3
0
0
人
を
目
指
し
、
仲
間

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
、
救
助
隊

を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

虎
ノ
門
現
場
で
４
度
目
の
行
動

虎
ノ
門
現
場
で
４
度
目
の
行
動

マイ・タイムライン教材に

防災セミナー開催

「
賃
金
上
が
っ
た
」は
２５
％

全建総連
建
設
国
保
で
厚
労
省
に
要
請

「
葉
書
、思
い
伝
わ
る
」

アンケートを求める江戸川支部の田嶋隆人さん

板
橋

準備にあたるスタッフの皆さん

「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
」

練馬

フ
ー
ド
バ
ン
ク
実
施

講演する半田さん

半田滋さんが講演
敵基地攻撃と日米一体化

「
仕
事
な
い
」深
刻
に

北

月
次
支
援
金
で
学
習
会

平
和
学
習

求

人

求

職


